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遥かな夏に口外禁止 祖父母の品格

おべんともっておはなみに 最高にオモかわいい　ほぼねことねこの図鑑しゅつどう！あかちゃんレスキュー

目の前の女性はまっすぐ裕也

に訊いた―あなたは、 私の祖

父ですか？祖父を探している

と女性は言った。 祖母は安西

早智子といい、 未婚のまま出

産、 何も語らずに亡くなった。

裕也はその名を知っていた。

古い記憶が甦る。 探索の果て

裕也が辿りついた真実とは。

過去と現在が交錯する人生探

しのミステリー。

パッとしない大学生の元に突

然、 「プロデュース通りに行動

すれば、 人生うまくいく。」 と

いうメールが届く。

半信半疑で従った結果、 彼

の日常は急速に好転し始める

が、 ある日不可解な事件に巻

き込まれて…。

たまにしか会えなくても、 祖父

母にできることはたくさんあり

ます。 孫と向き合う上で大事

なのは、 「釣った魚を与えるよ

り、 魚の釣り方を教えること」

です。 令和の孫育てに、 昭和

の常識は通用しない。 良識あ

る祖父母として、 孫や嫁夫婦

とどう向き合ったらいいのか？

『女性の品格』 『親の品格』 著

者による、 知っておくべき 「孫

育ての心得。」

今日はみんなでお花見に行く

日。 きつねのきっこはお弁当

をつくり、 いたちのちいとにい

と一緒にふくろうのろくすけを

誘いに出かけます。 しかしろく

すけはうりぼうの子守をしてい

て…。

マンチカン、 ペルシャ、 スフィ

ンクスなどペットとして飼うこと

ができるネコ （イエネコ） から、

トラやサーバル、 マヌルネコな

ど動物園や自然界でしかほぼ

見ることのできない野生のネコ

たちまで、 ネコ科の定番種を

41種収録。 さらに人気の種類

や個性の強い種類は３コマコラ

ムも掲載してかわいい特徴を

とことん深堀します。

ファン ファン ファン ファン！

サイレンのおとがきこえます。

レスキューたちがむかったさき

には…、 たいへん、 あかちゃ

んがおおなきです！たいいん

たちは、 あのてこのてであか

ちゃんをおせわし、 みまもりま

す。 あかちゃんのいるところ

にあかちゃんレスキューあり！

きょうもあかちゃんのあんぜん

をまもります。

おすすめ本のご紹介
猿払村図書室

▷農村環境改善センター

☎２－３６９５

上段 ： 一般図書

下段 ： 児童図書

▷教育委員会

☎２－３０１１

開館日時　火水金土
12時00分～18時00分

佐々木　譲 著 坂東　眞理子 著下村　敦史 著

中垣　ゆたか　作

こいで　やすこ
作 今泉　忠明 著

　

中
山
間
地
域
等
と
は
、
平
野
の
外
縁

部
か
ら
山
間
地
等
の
農
業
生
産
条
件
の

不
利
な
地
域
を
指
し
ま
す
。
山
地
の
多

い
日
本
で
は
、
こ
の
よ
う
な
中
山
間
地

域
が
国
土
面
積
の
65
％
を
占
め
て
い
ま

す
。
猿
払
村
の
農
地
は
積
算
温
度
が
低

く
草
地
比
率
の
高
い
土
地
で
あ
る
こ
と

か
ら
、
自
然
的
、
経
済
的
、
社
会
的
条

件
が
不
利
な
地
域
と
し
て
、
中
山
間
地

域
等
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

国
は
、
農
業
生
産
の
維
持
や
耕
作
放

棄
地
の
増
加
防
止
な
ど
、
農
地
の
多
面

的
機
能
を
確
保
す
る
た
め
、
中
山
間
地

域
等
直
接
支
払
交
付
金
事
業
と
し
て
、

直
接
支
払
い
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

◆
共
同
取
組
活
動
の
主
な
内
容

・
農
業
生
産
活
動
の
体
制
整
備
に
向
け

た
活
動
と
し
て
乳
牛
検
定
組
合
・
家
畜

自
衛
防
疫
組
合
・
酪
農
ヘ
ル
パ
ー
組
合

へ
の
支
援
、
牛
舎
防
虫
消
毒
、
有
害
鳥

獣
駆
除
支
援
な
ど

・
水
路
・
農
道
の
維
持
管
理
と
し
て
農

地
、
農
道
や
排
水
路
の
巡
回
点
検
及
び

植
樹
活
動

・
農
用
地
の
維
持
管
理
活
動
と
し
て
公

共
牧
場
整
備
に
係
る
農
業
機
械
購
入

・
そ
の
他
、
地
場
産
品
消
費
拡
大
と
し

て
さ
る
ふ
つ
牛
乳
の
学
校
給
食
利
用
促

進
、
保
健
休
養
を
高
め
る
取
組
と
し
て

老
人
ク
ラ
ブ
花
壇
整
備
活
動
の
支
援
な

ど■
産
業
課
水
産
農
林
係

☎
２
‐
３
１
３
４
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火
事
で
は
、
平
成
以
降
で
最
大
の
山
火

事
と
な
っ
た
こ
と
は
、
み
な
さ
ん
の
記

憶
に
新
し
い
こ
と
か
と
思
い
ま
す
。　

山
火
事
の
発
生
の
要
因
を
見
る
と
、
ご

み
焼
や
た
ば
こ
・
マ
ッ
チ
な
ど
人
為
的

な
行
動
に
よ
る
も
の
が
全
体
の
７
割
を

占
め
て
い
ま
し
た
。
ひ
と
た
び
山
火
事

が
起
こ
る
と
、
鎮
火
ま
で
に
長
い
時
間

が
か
か
り
、
そ
し
て
失
っ
た
自
然
を
取

り
戻
す
ま
で
に
数
十
年
の
歳
月
が
必
要

で
す
。

　

待
ち
に
待
っ
た
春
の
訪
れ
で
す
が
、

こ
の
季
節
は
移
動
性
の
高
気
圧
に
覆
わ

れ
晴
れ
る
日
が
多
く
、
強
い
南
西
の
風

が
吹
く
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。
人
の
活

動
の
増
加
に
加
え
、
気
象
条
件
と
し
て

空
気
の
乾
燥
と
強
い
風
に
よ
り
、
火
が

着
き
燃
え
広
が
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

　

気
象
台
で
は
、
空
気
の
乾
燥
し
た
状

態
が
続
く
時
は
「
乾
燥
注
意
報
」
を
発

表
し
ま
す
。
ま
た
、
降
水
を
伴
わ
な
い

「
強
風
注
意
報
」
も
、
同
様
に
注
意
が

必
要
で
す
。

　

み
な
さ
ん
、
火
の
取
り
扱
い
に
は
十

分
気
を
付
け
て
、
こ
の
季
節
を
楽
し
み

ま
し
ょ
う
。

■
稚
内
地
方
気
象
台

☎
０
１
６
２
‐
２
３
‐
２
６
７
９

る
小
学
６
年
生
か
ら
高
校
１
年
生
ま
で

の
女
子
が
対
象
者
と
な
り
、
４
月
上
旬

に
個
別
通
知
を
行
っ
て
い
ま
す
。
接
種

を
希
望
す
る
場
合
は
国
民
健
康
保
険
診

療
所
へ
予
約
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

子
宮
頸
が
ん
を
早
期
に
発
見
し
治
療

す
る
た
め
、
20
歳
に
な
っ
た
ら
、
子
宮

頸
が
ん
検
診
を
受
け
る
こ
と
が
大
切
で

す
。
予
防
接
種
や
子
宮
が
ん
検
診
に
つ

い
て
の
ご
相
談
は
保
健
福
祉
課
健
康
推

進
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■
国
民
健
康
保
険
診
療
所

☎
２
‐
３
３
３
１

■
保
健
福
祉
課
健
康
推
進
係

☎
２
‐
２
０
４
０

　
長
い
冬
も
終
わ
り
、
道
北
も
春
を
む
か

え
ま
し
た
。
ド
ラ
イ
ブ
や
山
菜
採
り
な

ど
屋
外
の
活
動
が
楽
し
い
季
節
に
入
り

ま
す
が
、
そ
の
一
方
で
林
野
庁
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
を
見
る
と
、
北
海
道
は
雪
解

け
か
ら
６
月
に
か
け
て
、
山
火
事
（
林

野
火
災
と
も
言
い
ま
す
）
が
集
中
し
て

発
生
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

今
年
２
月
に
発
生
し
た
岩
手
県
の
山

居
等
で
住
所
が
変
更
に
な
り
納
税
通
知

書
が
届
か
な
い
方
は
住
所
変
更
の
手
続

き
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
軽
自
動

車
税
・
固
定
資
産
税
に
つ
い
て
は
猿
払

村
住
民
課
税
務
係
へ
、
自
動
車
税
に
つ

い
て
は
道
税
事
務
所
自
動
車
税
部
（
☎

０
１
１
‐
７
４
６
‐
１
１
９
０
）
へ
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

■
住
民
課
税
務
係　

☎
２
‐
３
１
３
３

■
宗
谷
総
合
振
興
局
税
務
課
納
税
係

☎
０
１
６
２
‐
３
３
‐
２
５
２
０

　

子
宮
頸
が
ん
は
ヒ
ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ

イ
ル
ス
（
Ｈ
Ｐ
Ｖ
）
の
感
染
が
原
因
で

起
こ
る
が
ん
で
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス

は
、
女
性
の
多
く
が
「
一
生
に
一
度
は

感
染
す
る
」
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
感

染
し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
人
は
自
然
に
消

え
ま
す
が
、
一
部
の
人
で
が
ん
に
な
る

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
予

防
ワ
ク
チ
ン
は
、
が
ん
に
な
る
手
前
の

状
態
を
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
と
と
も

に
、
が
ん
そ
の
も
の
を
予
防
す
る
効
果

が
あ
る
こ
と
も
分
か
っ
て
い
ま
す
。

　

定
期
接
種
は
猿
払
村
に
住
民
票
が
あ

　

令
和
７
年
度
（
２
０
２
５
年
度
）
軽

自
動
車
税
種
別
割
お
よ
び
固
定
資
産
税　

第
１
期
の
納
期
限
は
６
月
２
日
（
月
）

で
す
。

※
道
よ
り
発
付
さ
れ
る
自
動
車
税
種
別

割
も
６
月
２
日
（
月
）
が
納
期
限
と
な
り

ま
す
。
納
め
忘
れ
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
を
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合

は
、
振
替
日
前
日
ま
で
に
残
高
を
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

◆
納
付
方
法
に
つ
い
て

　

納
付
書
払
い
・
口
座
振
替
の
他
に
、

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
ア
プ
リ
・
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
決
済
も
可
能
で
す
。
お
手
持

ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
か
ら
決
済
ア
プ
リ
を
起
動
し
、
納

税
通
知
書
記
載
の
二
次
元
バ
ー
コ
ー
ド

を
読
み
取
る
こ
と
で
、
納
付
手
続
が
可

能
で
す
。

※
ア
プ
リ
に
よ
っ
て
は
一
度
の
納
付
額

に
上
限
が
あ
り
ま
す
。

◆
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
場
合

　

納
税
通
知
書
は
５
月
７
日
（
水
）
頃

に
発
付
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
が
、
転

子
宮
頸
が
ん

予
防
ワ
ク
チ
ン
に
つ
い
て

【令和６年度事業実績】

◆交付対象農地面積 ――――― 46,795,538 ㎡

◆交付金額 ――――――――― 70,193,307 円

◆交付金の主な使途

 ・農家個々が農地保全等に使用した額

――――― 39,966,000 円

 ・集落として共同取組活動に使用した額

――――― 30,227,307 円　

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

交
付
金
事
業
の
実
績
報
告

山
火
事
に

気
を
付
け
ま
し
ょ
う

税
務
係
か
ら
納
期
の

お
知
ら
せ


